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第 23回きたひろしま都市型観光推進協議会 議事 

 

1 日時 令和 8年 3月 19日（木）10時 00分から 11時 30分まで 

2 場所 北広島市役所 1階 多目的室 4 

3 出席状況 

№ 氏名 所属団体等 

1 遠 藤     正  
札幌国際大学 スポーツ人間学部 スポーツビジネス学

科教授 

2 米 川 鉄 也 一般社団法人北海道きたひろ観光協会 事務局長 

3 工 藤 功 治 北広島商工会 事務局次長 

4 坂 下 哲 也 ホクレン農業協同組合連合会 くるるの杜 所長 

5 佐 藤   学 一般社団法人札幌ゴルフ倶楽部輪厚コース 支配人 

6 宮 崎  泰 一 
札幌北広島クラッセホテル 

プロジェクトマネージャー 

7 熊 谷 遼 三 北広島市経済部観光振興課課長 

（欠席） 

№ 氏名 所属団体等 

1 善 甫  啓 太 市民 

2 三 浦  麻 衣 市民 

3 有 井  佑 樹 【代理】三井アウトレットパーク札幌北広島副所長 

きたひろしま都市型観光推進協議会事務局 

所 属 役 職 氏 名 

経済部観光振興課 主査 榎本 一輝 

経済部観光振興課 主任 山田 健斗 

経済部観光振興課 主事 谷川 奈奈香 

 

傍聴者 0人 

 



2 

 

3 議事要録 

 

1）開会 

○事務局 

ただいまから第 23回きたひろしま都市型観光推進協議会を始めさせていただきます。本日

は、10 人の構成員の内、7 人が出席しており、構成員の過半数が出席されておりますことか

ら、きたひろしま都市型観光推進協議会設置要綱第 4 条第 3 項の規定により、会議は成立し

ていることを報告させていただきます。 

本協議会の座長につきましては、昨年度の協議会に引き続き、遠藤構成員が座長、熊谷構

成員が副座長となりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 2）議事 「観光振興課事業における令和 7 年度の実績報告と令和 8 年度の取組予定について」 

  ○座長 

それでは、次第 2「観光振興課事業における令和７年度の実施報告と令和８年度の取組予定

について」、事務局から説明をお願いします。 

（資料に基づいて事業内容を説明） 

 

≪委員意見≫ 

・道外、特に海外に行くと北広島がどこかわからないと言われることがよくある。まずは北広島

を知っていただくというところから今後やっていきたい。 

・冬場数字が落ちてしまうのは致し方ないこととして、夏など雪がないときにどのようにして伸

ばすかというのを考えていかなければならない。 

・北海道全体でみると外国のお客様を受け入れるという動きが増えてきている。今後もその傾向

が強くなるのではと思っている。 

 

それでは、議事の 2点目「市有施設北広島市自然の森キャンプ場の今後の利活用について」、

熊谷委員から説明をお願いします。 

（資料に基づいて内容を説明） 

 

≪委員意見≫ 

・BBQ や花火ができる場所が減少している中で、立地的にそういった客層を取り込める可能性は

あるものと考える。 

・熊の問題等があるため安全面を重視していく必要はある。宿泊施設が値上がり、客室がひっ迫

している状況などを鑑みると低料金で泊まれるというのは魅力的。民営化するにしても、もう

少し施設整備をしながらアピールしたら変わってくるのではないか。 

 

3）意見交換 

〇座長 

それでは、次第 3「意見交換」に移ります。議事 2点の他、Fビレッジに関することなど自
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由にお話しいただき、来年度取り組む計画があれば、共有いただければと思います。 

 

≪委員意見≫ 

・2 年ほどお祭りに近いイベントの実証実験をしてきたことを踏まえ、今年は趣向を変えたイベ

ントも企画予定。また、赤毛米の取り組みも継続していく。 

・人手不足もあり、外国人労働者を雇わざるを得ない状況。新駅や商業施設が出来ていく中で、

今後について北広島駅周辺や市外に流れていくことを懸念している。 

・他民間企業とのコラボなどを進めている。その中の課題は、バスの減便などだんだん移動手段

が限られてきたことである。 

 

4）その他 

○座長 

それでは次第 4に移ります。 

皆さんから何かございますか。特になければ事務局からお願いいたします。 

 

（事務局から令和 8年度の協議会の日程を伝える。） 

 

5）閉会 

  〇座長 

その他、特になければ、以上をもちまして閉会とさせていただきます。どうもありがとう

ございました。 

 


